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1　は　じ　め　に

オウトウは他の樹種に比較して樹高が高く，収穫や雨よ

けテントの被覆作業などに多くの労力を要し，危険も伴う。

そのため，慣行の7～8mの樹高を5～6mまで樹高制限

することにより，収穫や管理作業の安全性と省力化が図ら

れてきた。しかし，最近さらにもう一段の低樹高栽培が強

く望まれている。

低樹高仕立ての方法として，①わい性台木の利用，②根

城制限栽培，③植物生育調節剤の利用，④整枝せん定・仕

立て方法などがある。そこで，整枝せん定により樹高制限

したオウトウの低樹高栽培について，慣行栽培樹と作業時

問，果実品質などについて検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験区

1）低樹高区　供試樹フジザクラ台‘佐藤錦，16年生

栽植距離　6×7m，10a当たり24本

樹高　4m前後，雨よけテントの高さ5m

2）対照区　供試樹アオバザクラ台‘佐藤錦－19年生

栽植距離　8×8m，10a当たり16本

樹高　5m前後，雨よけテントの高さ6m

低樹高区の樹高制限は1989年の3月の冬季せん定で樹高

を切り下げ4m前後とした。

（2）供試本数　1区　3樹

（3）栽培管理の概要

両区とも　■ナポレオンー　の花粉を開花期に2回，ボンテ

ンにより人工授粉を行った。雨よけテントの被覆は6月7

日に披覆した。また，6月中旬に樹冠内の混み合う部分の

新梢を夏季せん定して，樹冠内の明るさを保った。

（4）調査方法

落葉後に樹高，樹幅，樹冠容稲，幹周，新梢長，花束状

表3　高さ別収量と収穫作業時間

短果校数を調査した。作業時間は整枝せん定，人工授粉，

雨よけテントの被覆．収穫の主な作業について，所要時間

を調査した。果実品質は収穫時（6月30日）に各区50巣を

供試して，一一果重，屈折計示度，清定酸度（リンゴ酸換算）

を測定した。着色程度は3（65％以上），2（35～65％），

1（35％以下）の指数で表示した。

3　試験結果及び考案

樹の生育は表1のとおり低樹高区は対照区に比較して，

樹高が80cm程度低く，樹冠容積も小さい傾向であった。た

だ新梢長はほぼ同じ長さだったので．樹勢は同程度と考え

られる。

義1樹の生育　　　　　　　　　　（1993年12月）

試験区
樹高　樹幅　樹冠容　幹周　新消長　花束状短
（m）（cm）税（d）（cm）（皿）果校数（個）

低樹高区　423　632　37．28　99　23．6　　3374
対照区　500　802　76．00　122　24．7　　6510

主な作業時間は低樹高区は対照区に比べ20％程度軽減さ

れた。特に，整枝せん定と雨よけテント被覆時間は，対照

区の60％程度と大幅に減少した（表2）。これは低樹高区

の場合，6尺脚立でほとんどの作美が間に合うが，対照区

は9尺脚立も使用しなければならず，脚立の移動，登り降

りに余計時間が要したものと考えられた。

裏2　作業時間（1993年）

主な作美名
低 樹 高 （時 間 ） 対 照 区 （時間 ） A ／ B

（％）1樹当り 10a 当り（A ） 1 樹当り 10a 当り（B）

整枝せん定 0 ．5　　　 12 ．0 1 ．2　　 19 ．6 6 1．2

人工 授 粉 1．8　　　 4 2 ．8 3 ．3　　　 5 2 ．5 8 1．5

テント被覆 1．3　　　 3 2 ．0 3 ．2　　　 5 0 ．7 6 3 ．1

収　　 穫 3 ．6　　　 8 6 ．0 6 ．2　　　 9 9 ．2 8 6 ．7

合　　 計 7 ．2　　 17 2 ．8 1 3 ．9　　 2 22 ．0 7 7 ．8

（1993年）

試 験 区
1 樹 当 り収 量 （短 ） 10 a 当 た

り収 量（厄）

1 樹 当 り収 穫 作 業 時 間 （h ） 10 0 kg 当 り 収 穫 作 業 時 間 （h ）

0 ～ 2 名　 2 m 以 上　 合　 計 0 ～ 2 m　 2 m 以 上　 合　 計 0 ～ 2 m　 2 m 以 上　　 平　 均

低 樹 高 区 22 ．6　　　 2 2 ．0　　　 4 4 ．6 1 ，0 7 0 1 ．6　　　　 2 ．0　　　 3 ．6 6 ．8　　　　 9 ．2　　 8 ．0 （ 7 4 ）

対 照 区 28 ．7　　　 3 2 ．0　　　 6 0 ．7 9 7 1 2 ．6　　　　 3 ．6　　　 6 ．2 9 ．6　　　 12 ．0　 10 ．8 （10 0 ）

（）％

－199－



東北農業研究　　第　48　号　（1995）

高さ別収量では，低樹高区が対照区に比較して2m以下

（脚立を使用しないで収穫可能）の収量割合が高かった。

また，100kg当たりの収穫作業時間も低樹高区が対照区に

比べ74％程度と少なかった（表3）。

果実品質では，一果垂，屈折計示度，滴定酸度は両区に

差はなかったが，着色程度は低樹高区は下枝も着色が良好

であり，全体的にそろった果実が得られた（表4）。これ

表4　果実品質　　　　　　　　　　　　（1993年）

試験 区 高 さ別

諾 器 （：ニ慧 警 程度 （％）　　　2 3

低樹高区

0～2 m 7．0　 16 ．2　 0．69　 17 ．0　 60．7　 22 ．2

2 m 以上 7．5　 16 ．7　 0．70　 6．9　 51．9　 41 ．1

平　 均 7．3　 16 ．5　 0．70　 12 ．0　 56．3　 31 ．7

対照 区
0～2 m 7．2　 16 ．0　 0．59　 30 ．7　 45．3　 24 ．0
2 m 以上 7．5　 17 ．8　 0．64　 14 ．1　 36．5　 49 ．4

平　 均 7．3　 16 ．9　 0．62　 22 ．4　 40 ．9　 36 ．7

は低樹高区が樹高切り下げにより，樹冠中下部も日当たり

が良好となり，着色の良い果実が生産されたためと考えら

れた。

4　ま　と　め

オウトウの生産コストを低減させるため，整枝せん定に

より樹高制限した低樹高栽培について，慣行栽培樹と作業

時問，果実品質などについて検討した。

整枝せん定，雨よけテント被覆などの主な作業時間は．

低樹高区が対照区に比較して20％程度削減された。果実品

質では一果重，屈折計示度は両区に差はみられなかったが．

着色程度は低樹高区が下枝も着色が良好であり，全体的に

品質のそろった果実が得られた。

また，収量はほとんど差はみられなかったが，低樹高区

は樹冠下部の着果割合が多くなることから，収穫作業も効

率的であり，低コスト化につながるものと考えられる。
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